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1.研究の目的
近年、性差別の問題点が盛んに指摘されている。そんななかで、「女らし
さ」「男らしさ」の「ラツサ」も問題の一つとされ、「ラシサ」を求める意識
が性の役割を固定化して、性差別を生み出す原因の一つになっていると考え
られている。
この考えの大筋は正当なものと思われるが、実は、その「 ランサ」がどう
いうものであるかの検証が、十分にはなされていないのではないだろうか。
日本語使用者が「女らしさ」「男らしさ」をどのようにとらえているか、そ
れが明らかにされているとは思えない。
確かに、1日来の伝統的なランサ観は、男と女とを対極的な存在として位置
づけ、行動的、積極的な男に対して、従順で、控え目な女を、あるべき姿の
ように認識してきた傾向があった。しかし、性に対する考え方の変化にはか
なり日まぐるしいものがあり、近年は、性に対する意識が以前とは大きく変
わってきている可能性が高い。昔ながらの性意識を前提に、「ランサ」につ
いて議論することには根本的な過ちを冒す危険がある。そうした意味から、
「 ランサ」をどのように認識しているかの実態を解明することが必要である
と考える。
ここでは、そのうちの「女らしさ」に対する意識、特にイメージの問題を
取 り上げる。「女らしさ」というものに対して、特に若い世代の人たちが感
覚的にどのようなものとしてとらえているのかについて明らかにすることを
目的とする。
2.調査の方法
実際には、大学生を被調査者として「女らしさ」のイメージに関するアン
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ケー ト調査を行った。現代の学生たちが「女らしさ」にどのようなイメージ
を持っているのかという意識を探ろうとした。
調査法としてSD法を利用した。次の枠内には、対立する意味を持つ20組
のことばを示している。これらのそれぞれのセットを尺度として、「女らし
さ」から受けるイメージが、 5段階のどの程度にあたるかを判定して、Oを
つけるように指示 した。
明るい―暗い
冷たい―暖かい
柔らかい―堅い
強い―弱い
けなげ―するい
織細―がさつ
良い―悪い
従属―独立
保守的―進歩的
内向的―外向的
活動的―受動的
上品―下品
几帳面一大ざっば
うるさい―おとなしい
九い一四角い
細い―太い
′」ヽさい一大きヽヽ
粗い―細かい
醜い―美しい
憎らしい―かわいい
たとえば、「明るい―暗い」の場合であれば、次の例の図に示すような数
直線を示し、「明るい一暗い」を5段階に分けたときに、「女らしさ」がどの
段階に位置するかを回答してもらった。仮に、明るいイメージと思えば1に、
暗いと思えば5に0をつけるように求めたのである。次の例は、「やや明る
い」と判断して2に0をつけた場合を示している。
〔例〕  1 2 3 4 5
明るいト ーー ○一 ―十一 ―‐ ――」暗い
また、そのほかに、次の3点についても質問した。
A あなたが、「女らしいと感じるのはどんな人ですか」なるべく具体
的に書いてください。
B あなたは (あなたの彼女には)、「女らしく」ありたい (あってはし
ヽヽ)と思ヽヽますか。
C あなたは (あなたの彼女が)、 他人から「女らしい」と言われると
うれしく思いますか。
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Aの質問には具体的に記述するように指示、B、 Cの2点については、YE
S/NOの形式で回答することを求めた。
被調査者の内訳は次の通りで、総数 761人である。
・武庫川女子大学の学生…468人(女468人)
・大阪府立大学の学生……168人(男133人、女 35人)
・関西学院大学の学生…… %人(男
"人
、女 58人)
・神戸学院大学の学生…… 29人(男 ll人、女 18人)
3.調査結果(:)―全体の集計
3.1.イメー ジの強さ
まず、女らしさに対するイメージの強いものと弱いものを求めよう。項目
ごとに回答の平均値を出し、3を基準としてその差を出した。最も差が開く
と2の値が出てくることになる。2に近いほどイメージが強く、0に近いほ
ど弱いことばになる。そのイメージの強弱についての一覧表が、次の表1で
ある。表の見方を説明すると、「上品 1.32」というのは、「上品―下品」の
尺度の場合に、平均値が、基準の3より1.32だけ上品のほうに近かったこと
を示している。
表1_イメー ジの強さ
女らしきのイメージ
1.上 品
2.織 細
3.柔らかい
4.細か い
5.丸 い
6.美し い
7.暖か い
8. かわいい
9.几帳 面
10.けな げ
1.32
1.22
1.16
1.12
1.10
1.04
1.02
0.94
0.94
0.84
11.良  ヽヽ
12.細  い
13.おとなしい
14.′jヽ さ い
15.保守 的
16.明る い
17.受動 的
18.内向 的
18_従  属
20_弱  い
0.77
0.76
0.75
0.52
0.47
0.42
0.35
0.31
0.31
0_13
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イメージの強いものには、「上品」「繊細」「柔らかい」などプラスイメー
ジのことばが並び、逆に、弱いほうには「弱い」「従属」「内向的」「受動的」
などマイナスイメージのことばが並んでいる。
女性解放が問題にされて以来、「女らしさ」について、その内実は「男に
従属し、自己主張をしない、ひっそりとした受け身の女性的なもの」である
と指摘されてきた。しかし、この調査の結果を見る限りでは、そのような認
識は一般的だとは思えない。「保守的・受動的・従属的」といったイメージ
は得点が低いし、「明るい―暗い」に至ってはわずかではあるが「明るい」
ほうに得点が傾いている。
こうしたイメージの傾向が認められる理由について、2通りの解釈が可能
と思われる。
一つは、学生たちの、女らしさに対する認識が旧態依然たるものだとする
立場である。かつて女らしくあることをよしとした人たちが、女らしさを「保
守的・受動的・従属的」なものだと認識していたとは思えない。そういう認
識がないままに、女として望ましいとされていた態度や生き方を、無批判に
肯定していたのではないか。もしそれならば、「保守的」「従属」「受動的」
などのイメージが弱いという結果が出るのは、なんの不思議もないことであ
ろう。
そして、もう一つの解釈は、新しい女らしさのイメージを構築していると
いうものである。1日来の女らしさにまとわりつくイメージのうち、マイナス
イメージももっていないわけではないが、それよりも、「上品・繊細・柔ら
かい 。美しい ‐曖か ―ヽ かわいい」といったプラスイメージを積極的に意識
しはじめたと考えるものである。性差別の問題の認識のなかで、音ながらの
女らしさがもつ保守性、受動性、従属性といった側面を知ったうえで、かつ
ての女らしさとは違う女らしさを志向し始めたという解釈である。「保守的」
「従属」「受動的」などのマイナスイメージが少し認められるが、それ以上
にプラスイメージが強い点が、それの反映だと考えるものである。
これだけからは、どちらが正しいのかは断定しがたい。しかし、いずれに
せよ、女らしさに対して、結果的にはプラスイメージとしてとらえているこ
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とだけは間違いない。少なくとも、女らしさを「男に従順で控え日である」
というイメージだけでとらえるのは一般的でなさそうである。
また、表 1について、もうひとつ別の視点から考える●ントが得られるこ
とを指摘しておく。それは、イメージの強い「上品、繊細、柔らかい、細か
い、九い、美しい」が、人間の性格を表すのにも用いられるが、モノのよう
すを表すのにも使われることばだという点である。たとえば、ファッション
関係に使われやすいことばが並んでいる。他方、生き方や態度を表すのに使
われる「従属的、受動的、保守的」は、イメージの弱い項目である。これら
の点で、学生たちが、女らしさをどのようなものと結びつけてイメージして
いるかが、おぼろげながら推測できそうに思える。
3. 2.「女らしさ」への顧望
それでは、「女らしくある」ことについて、どう考えているのだろうか。
調査で、女子学生の場合は自分自身が、男子学生の場合は自分の彼女が、
① 「女らしくありたヽヽ (あってはしい)か」
② 「他人から女らしいと言われるとうれしいか」
の2点について回答を求めた。その結果が次の表 2である。
表2 女らしさへの願望
CXDともYES
CX)ともN0
そ の 他
482(人)
139
140
63.3(%)
18.3
18.4
「女らしさ」を肯定的にとらえている者が6割を超えており、否定的にと
らえている者が2割以下である。学生たちの多くは、自分自身あるいは自分
のパートナーに、「女らしくある」ことを望んでいるらしい。
そこで、「00ともYES」と回答した者を肯定派、「(以)ともNO」と回
答した者を否定派として、両者のイメージの違いを比較してみよう。20組の
なかから、肯定派と否定派の値の差が大きいものの10語を、表3として次に
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示す
表3.肯定派と否定派の差
肯定派  否定派   差
1.良 い
2.美し い
3. かわいい
4.明る い
5.受動 的
6.内向 的
7.保守 的
7.従 属
7けな げ
10.曖か い
0_96
1.20
1.09
0.52
0.24
0.62
0.54
0.10
0.67
0.72
0.58
0.55
0.42
0.41
0.37
0.35
0.35
0.35
0.28
0.26
0.23
0.41
0.23
0.96
1.12
0.60
0.76
0.58
0.61
0.84
これらから、次の点が注目される。
a 否定派は、肯定派ほどに「良さ」も「美しさ」も感じていないし、
かわいい」「明るい」とも思っていない。
b 否定派は、肯定派より女らしさを「受動的」「内向的」「保守的」で、
「従属」のイメージとしてとらえている。
c 両者ともに、対立するイメージの同じほうを選択している。
a、 bから、両者の認識の違いを知ることができる。肯定派は、「良い」「美
しい」のように、プラスイメージとしてとらえがちであり、反対に、否定派
はマイナスイメージの耐え忍ぶ女を連想しがちなのである。
とはいっても、cから、両者のイメージが、必ずしも対極に位置している
のではないことがわかる。たとえば「良い―悪い」の場合、肯定派が「良い」
ほうの値をとっているのに対して、否定派が「悪い」ほうの値をとっている
わけではない。やはり「良い」ほうの値をとっていて、ただ、肯定派との差
が大きいというだけである。さらに、上表に掲げた対立だけでなく、20組す
べてについて同じほうの語が選ばれていたのである。肯定派でも、女らしさ
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に、多少「受動的」「内向的」「保守的」なイメージを持ち、否定派であって
も、女らしさを「悪い」と言っているわけではないのである。結局、両者の
差は、イメージが強いか弱いかの程度差だったのである。
4.調査結果(2)―男女比較
4. :.イメージの差
次に、被調査者が男性であるか女性であるかによつて、イメージの差の有
無について述べよう。被調査者総数 761人のうち、女性 579人(76.1%)、
男性 182人(23.9%)である。その結果を次の表4に示す。
表4.イメー ジの強さの男女差
全体  女性  男性 女性―男性
1.上 品
2.繊 細
3.柔らかい
4.細か い
5.丸 い
6.美し い
7.暖か い
8. かわヽヽヽヽ
8.几帳 面
10.けな げ
11.良  い
12.細  い
13.おとなしい
14.小さ い
15.保守 的
16.明る い
17.受動 的
18.内向 的
18.従属 的
20.弱  い
1.32
1.22
1.16
1.12
1.10
1.04
1.02
0.94
0.94
0.84
0.77
0.76
0.75
0.52
0.47
0.42
0.35
0.31
0.31
0.13
1.36
1.25
1.22
1.17
1.15
1.02
1.05
0.91
0.94
0.85
0.50
0.52
0.43
0.43
0.34
0.32
0.10
1.16
1.13
0.95
0.96
0.94
1.09
0.93
1.05
0.93
0.82
0.62
0.94
0.64
0.58
0.30
0.39
0.11
0.22
0.27
0.21
0.20
0.12
0.27
0.21
0.21
-0.07
0.08
-0.14
0.01
0.03
0.18
-0.23
0.15
-0.08
0.22
0.04
0.32
0.12
0.05
-0.11
??
?‐
??
?
）
?
?
??
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多くの項目で、女性のはうが高い値を示している。女性のはうが高い値を
示すもののうちで、男性との差が比較的大きい項目は、「受動的 (0.32)、柔
らかい (0.27)、保守的 〈0.22)、細かい (0.21)、丸い (0.21)、上品 (0.20)」
などである。それに対して、男性のはうが高い値を示すものは、「良い (―
0.23)、かわいい (-0.14)、弱い (-0.11)、小さい (-0.08)、美しい (―
0.07)」の5項目である。
これらの項目を見比べると、かなり明白な差異が認められる。女性の高い
項目である「受動的、柔らかい、保守的、細かい、丸い、上品」などが、性
格的なものを表しうるのに対して、男性の「良い、かわいい、弱い、小さい、
美しい」は、外見的なものを表すことが多いという事実である。この内面性
と外面性という点に、女らしさに対する、男女が抱くイメージの差があるよ
うに思える。
さらに言えば、女性の高い「受動的、柔らかい、保守的、細かい、丸い、
上品」のうち、「受動的、保守的」は、男女全体としては低い値であった (表
1参照)。 全体で低い値の項目で男女差が大きかった (女性>男性)という
ことは、男性が非常に鈍い反応しか示さなかったことを意味する。男性にと
って「受動的、保守的」なイメージは、とても弱いものにすぎないというこ
とになる。つまり、男性は、女らしさという語に内包されていると批判され
てきた受動性や保守性をあまり感じていないことを示しているようだ。
これらの事実からは、男性のはうが、「女らしさ」に対して、無批判的に
外見上の問題として認識しているように推察される。
4.2.願望の差
それでは、「女らしくある」ことへの願望についての男女の差はどうだろ
うか。
女子学生の場合は自分自身が、男子学生の場合は自分の彼女が、①「女ら
しくありたヽヽ (あってはしい)か」、②「他人から女らしいと言われるとう
れしいか」についての回答の組合せを、男女で比較しようとしたものが、次
の表5である。
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表5 女らしさへの願望の男女差
女性 全体
①②ともYES
1-`tN0
そ の 他
359
(62.0)
112
(19.3)
108
(18.7)
123
(67.6)
27
(14.8)
32
(17.6)
482
(63.3)
139
(18.3)
140
(18.4)
表5によれば、肯定派 (①②ともⅦ S)の割合は男性のほうに多く、否定
派 (①②ともNO)の割合は女性に多いように見える。ここにも、男性のは
うが、「女らしさ」をより強く求めている傾向があるように思える。ただし、
カイ自乗検定をしたところ、χ2=2.31(自由度2)で、有意差は認められな
かった。つまり、統計的には男女における差を確認できなかったのである。
しかし、男性に「女らしさ」の肯定派が多い可能性は否定されたわけではな
い。今後の研究課題と思われる。
5_ おわりに
女らしさのイメージを見る限り、現代の学生たちの多くは、女らしさに反
発をしていないし、マイナスイメージも持っていない。それどころか女らし
さを良いものと考え、目指し、憧れているとさえ推測できる。
こうしたイメージが、昔ながらの女らしさの延長線上にあるものなのか、
現代ふうの新しい女らしさなのか、この調査だけからは断定しがたい状況に
ある。ただ、学生たちにとって、「女らしさ」ということばがイメージする
ものは、人間の生き方や態度よりも、もっと表面的なものである可能性も考
えられた。この点については、別の角度からの女らしさについて研究をする
ことが必要だと思われる。
また、男女差に関しても、統計的な差は認められなかったが、なんらかの
差はあると推測される。特に、男性の側に外見をより重視して「女らしさ」
女らしさのイメージ
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をとらえようとする要素があると思われる。
なお、今回の調査での質問「あなたが、女らしいと感じるのはどんな人で
すか。なるべく具体的に書いてください。」に対する集計については、ここ
では報告できなかった。近い機会に分析結果を発表したい。
付記 調査を実施するにあたって、本学国文学科の教員の方々のはかに、田
中宗博氏 (大阪府立大学)、 大鹿薫久氏 (関西学院大学)、 伊藤茂氏 (神
戸学院大学)の協力を得た。ここに記して謝意を表する。
また、この研究は、平成7年度文部省科学研究費補補助金 (一般研究
C)による研究「「女らしさ」の意味・用法・イメージの研究」の一部
である。
(本研究所教授)
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歌謡の中の日本語
～「おまえ」「あんた」～
西 崎  亨
l
寿岳章子氏が『章子のことば教室』(「かもがわブッタレット」)の中の「民
主主義と『お前』」の中で、「私は胸のすくお話しを西光夫人から聞いたので
す。どんなてきびしい内容の会話でも、西光さんは決して妻を『お前』とよ
〔まず、『あなた』だったそうです。さすが、ほんものの解放者です。私は常
日頃ひそかに、わが妻に『お前」などという人は、表面上いかにすきの無い
民主主義者に見えても、どこかウサンクサイと思っているものですから、と
てもうれしいでした。」と書いている。因に、同氏は『 日本語と女』 (「岩波
新書」)の「私のお前史」の中で、「私にとって『お前』とぃうことばは、理
解語彙でこそあれ、使用語彙ではなかった」と書く。
『女性の呼び方大研究』(遠藤織枝編・三省堂)の第一章「好きだから『お
まえ』なんて―パートナーの呼び方」の中で小林美恵子氏は「…………私は
夫に限らず人に『おまえ』呼ばわりされたくないし、人を『おまえ』とも呼
べない。たまたま『おまえ』を使ってしまうのは、どうしても言うことをき
かない娘や息子たちにいらだって、『おまえはどうしてそうなの」と怒鳴っ
たりするときぐらいだろうか。それは後で考えると、あきらかに親であるこ
とをかさに着て、子供たちを押さえこもうとしていたと、反省せざるを得な
いような場面である」と書く。更に、「『 おまえ』『おれ」と互いに呼び合う
ような (特に男性どうしの)親しい関係もあるにしても、『おまえ』は一般
的には上位に立つ者がその立場を権威として振りかざし下位者に言うことを
きかせようとする関係の中での呼称である」と記す。これは、「対等もしく
は下位者に対して用いる。親愛の意を込めて用いる場合もある」(『日本国語
大辞典』)に符合する。
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ところで、対称の人称代名詞には種々のものがある。『角川類語新辞典』
によると、「対称 (相手をさす代名詞)」 (502)に「貴方・あんた」以下19語、
「(502-a)」(目下の相手を呼ぶ語)に「君・お前」以下9語を列挙する。
以下は、昭和歌謡に見られる対称の代名詞についての浅見である。
2
本調査は『昭和歌謡大全集』(成美堂出版)―昭和元年～昭和64年の600曲
―、『歌謡大全集』(同)―平成元年～平成 7年の36曲―の計636曲を対象と
した。
昭元～19昭20～39昭40～59 昭60～平7 計 割 合
あなた 1.4
君 12 19 11 31 103 16.2
お 前 19 14
表1 男性の女性への呼称
昭元～19昭20～39昭40～59 昭60～平7 計 割 合
あなた 18 124 82 229 36.0
君 16 3.5
あんた 1.1
表2 女性の男性への呼称
表 1および表2は、男性の女性への、あるいは女性の男性への呼称につい
て、語別にその表れる曲数を示したものである。対象の呼称として、外に「あ
いつ」があるが、用例のみを示しておく。
男性 → 女性  ひとりひとり あいつもひとり (ひとり・昭52)
男性 ⇔ 男性  あいつがやれば僕もやる (上海だより・昭13)
女性 0 男性  あいつなんかもう愛してないわ (ぼやぼやできな ―ヽ
平3)
男性の女性への呼称の見られる曲147山、女性の男性への呼称の見られ
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る曲258由における各語の割合は、
① 男性の女性への呼称
あなた    6.1%
君    70.1%
お 前    23.8%
② 女性の男性への呼称
あなた    88.8%
君     8.5%
あんた    2.7%
の様になる。「あなた」「君」は男女両用の人代名詞として用いられているが、
その使用割合は対照的である。以下、各語について考える。
3
先ず「 あなた」について。
「あなた」が男性の女性への呼称として用いられた例は、「あなたとゆっ
くり遊びたい」(若いお巡りさん・昭31)・「あなたがぼくをまっている」(ブ
ルーシャトー ・昭42)・「あなたがいつか話してくれた」(岬めぐり・昭49)
・「あなたは少女の時を過ぎ」(青春時代・昭51)・「人波に紛れる貴女を
見てた」(ルピーの指環・昭56)・「あなた明日が見えますか」(さざんかの
宿・昭57)等である。因に「若いお巡りさん」では、「家出をしたのか娘さ
ん 君の気持ちも分かるけど」「タバコを下さいお嬢さん 今日は非番の日
曜日………あなたとゆっくり遊びたい」と「あなた」「君」を使い分けてい
る。この点については後に更にふれる。「ブルーシャトー 」以下の例は恋人
(親しい女性)への呼称傍である。
ところで、『基礎日本語 2』 (角川小辞典)において森田良行氏は、「 あな
た」を次の様に分類する。
上位者に対する「あなた」
(1)特定の相手に対する「あなた」
(2)不特定多数の相手に対する「あなた」
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同等もしくは下位者に対する「あなた」
(1)男性の場合
(2)女性の場合
夫婦や恋人同士の間の呼称。特に女が男を呼ぶ場合に用いる「あな
四
た」
手紙文で用いる「あなた」
以上の分類で、当該例は もちろん に相当するものである。同書は
に説 明を加えて「会話ではなく、文章の地の文や、詩歌、歌謡などで用いる
と、恋愛関係にある二人か、夫婦同士を意味する」として、「有楽町で逢い
ましょう」「女のみち」「世間は二人のために」「港が見える丘」を例として
あげる。因に、これらの例中の「あなた」は女性の男性への呼称である。
ところで、同氏は (1)で「親 しい男性同士の場合はむしろ『 きみ』、
学生や生徒同士では『きみ/お前』などを用い、『あなた』は一般的でない。
女性に対してと、親しくない相手へのよそ行きの言葉には用いられる」とす
る。
先にふれた「若いお巡 りさん」では「家出をしたのか娘さん」を「君」と
呼称し、「死ぬほど心配してるだろ 送って上げよう任せておきな」と続け
る。「タバコを下さいお嬢さん」を「あなた」と呼称し、「職務尋問警棒忘れ
あなたとゆっくり遊びたヽヽ 鎌倉あたりはどうでしょぅか」と続ける。「君」
については『角川類語新辞典』の「男性同士、または男性と女性との間で対
等または目下に、親しみを込めていう」に符合する。一方「あなた」につい
ては、「お嬢さん」が「『ぉじょうさま』より少しくだけて、親しみのこもっ
たいい方」(『日本国語大辞典』)には符合するが、「よそ行きの言葉」(森田
前掲書)には符合しない。 男性の女性に対する「あなた」と女性の男性に
女性に対する「あなた」の使用比率が1:24と言う点では、男性の女性に対
する「あなた」は一般的でないのは事実であろう。
次に「君」について。
女性の男性に対する呼称としての「君」と男性の女性に対する呼称として
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の「君」の使用比率は1:4である。女性の男性への呼称としての「君」の
優は、「君に捧げた純情の」(女の階級・昭11)「さよならさよなら君いつ帰
る」(夜のプラットホーム・昭22)「君に捧げた純潔は」(長崎エレジー・昭
22)「君に逢ううれしさの」(水色のフルツ・昭25)「君は通けき相模灘」(江
の島悲歌・昭26)「君のみ胸に黒髪を」(この世の花・昭30)「君を頼りに私
は生きる」(ここに幸あり・昭31)「君の情けに咲く花ならば」(東京の人よ
さようなら・昭31)等々あるが、「君」と呼ぶ人と呼ばれる人の関係はその
いずれもが恋人同士あるいは愛人関係にある間柄のものである。
ところで、男性の呼称としての「君」と女性の呼称としての「君」とには
差異があるのか。
君と出逢った香林坊の (加賀の人)
君に逢ううれしさの (水色のワルツ)
君の帰りを待っていた (モナリザの徴笑)
君いつ帰る (夜のプラットホーム)
男性→女性
女性→男性
男性⇔女性
女性→男性
等類似のフレーズの用例での比較して、特にその意識上の差異は無いように
思われる。
「あなた」と「君」とは、女性から男性へは「あなた」、男性から女性へ
は「君」という傾向が一般的であることはその用例数の示すところであるが、
恋愛関係にある二人の場合においては、例えば「君」に「目下の相手を呼ぶ
語」(『角川類語新辞典』)に分類されるが「 目下」と言う意識は全く無く、「親
しみ」を込める表現と見るべきであろう。
次に「お前」について。
「お前」については、「お前頼りにのり切って」(愛馬進軍歌・昭14)「銅
毎よお前が知るばかり」(玄海ブルース・昭24)「今日もお前とつなぐ舟」(お
んな船頭歌・昭30)「ギターお前をつまびけば」(ギターを持った渡り鳥・昭
34)「お前も泣いて」(達者でナ・昭35)「なア酒よお前にはわかるかなア酒
よ」(酒よ・昭63)の様に、「馬・銅爆・月・ギター・馬・酒」を擬人化し、
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「お前」と呼称する例、母親が息子に対しての呼称例に「お前もいつかは世
の中の」(おふくろさん・昭46)、母親が娘に対しての呼称例に「他人 (ひと)
にきかれりゃお前のことを 年のはなれた妹と」(花街の母・昭48)「今日は
おまえの晴れの問出だよ」(祝い酒・昭63)の様な例もあるが、他の用例は、
恋愛関係にあると思われる二人、あるいは夫婦同士の間の呼称として、男(夫)
から女 (妻)への場合に限って見られる。
昭和40年以前は、「可愛お前にゃいつまた逢える」(俺は待ってるぜ・昭32)
「お前一人の身ではない」(お座敷小唄・昭39)程度しか見られないが、40
年以後にその用例の増加するのは特徴的である。「 うぶなお前が可愛いと言
ったあなたは憎い人」(夢は夜ひらく・昭41)「死んでもお前を離しはしない」
(女のためいき・昭41)「俺もおまえも新宿そだち」(新宿そだち・昭43)「お
まえのはかにだれもない」(おまえに・昭47)「やせてゃつれたおまえのうわ
さ」 (くちなしの花・昭48)など。「おまえ」の用例は男性から女性に対する
呼称の場合に限定される。
女性の男性への呼称として「おまえさん」が一例見える。「おまえさんに
は色気がないとかわいあの娘が口借 しがる」(どうどうどっこの唄・昭42)。
「おまえさん」の例は近世以後見られる。「マア少 しお待ち遊ばせ。おまえ
さんには、チ トあつうございませう」(式亭三馬「浮世風呂」)「何もお前さ
んの思案一つと母親がお美尾の産前よりかけて、万づの世話にと此家へ入 り
込みつつ」(樋ロー葉「われから」)「お前さん何時か左様 (さう)言ったね」
(同「同」)「お前さんの紙漉きも久しいもんだね」(徳田秋声「あらくれ」)
「お前さん、知らないのかい。そら、あの何とかいふ保険会社の方だよ」(永
井荷風「腕くらべ」)「お前さん。怪我アしなさらなかったのか」(同「墨東
奇諄」)等々 その用例は多い。
「おまえさん」について『 日本国語大辞典』には、「江戸時代には、一般
社会でも遊里でも使用され、かなり高い敬意を表した。庶民階級で、妻がそ
の夫を呼ぶ時にもある」とあり、「おまえさま」の 補注 に「『おまtヽさま (さ
ん)』『おめえさま (さん)』『おまさん』『おまはん』など種々の形が見られ、
語形が崩れるにしたがって敬意も下落している」ともある。当該「おまえさ
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ん」は妻の夫に対する呼称ではない。男性が「あの娘」と呼ぶ関係から、男
性にとつての特定の若い女性による呼称である。現在普通は開かれない。
次に「あなた」の訛音としての「あんた」について。
「やっば りあんたもおんなじ男」(どうせひろった恋だもの・昭31)「あん
たないてんのネ」(だから言ったしゃないの・昭33)「みんなあんたに上げる」
(おひまなら来てね・昭36)「私はあんたを忘れはしない」(ラヴ・イズ・オー
プ7~・昭58)のほか、「恋唄綴 り」(平2)「雨の大阪」(平3)「火の国の
女」(平3)「東京」(平5)などがある。因に、「だから言ったじゃないの」
のみが女性の女性への呼称であるが、他の例は女性の男性に対するものであ
る。
「あんた」については、『 日本国語大辞典』には「現代多く下位者に用い
る。東京では卑俗な言い方であるが、関西ではそうではなく、親愛の気持で
言 う」とある。因に、『浪花方言』に「江戸で云あなたな り、あがめいふ言
葉也、又云、我より目上の者を通して己 (コチ)のあんたなど いヽふ」とあ
る。
4
以上、各々の呼称について単独に見てきたが、次に各呼称とその呼称者の
自分自身の呼称との関係についてみる。
◇対称「あなた」自称「わたし」
「貴方もわたしも買われた命」(カスパの女・昭30)「あなたの熱いくち
づけが 。私の胸をゆするのよ」(夏の日の想い出・昭40)
◇対称「君」自称「ぼく」
「星を数えた君と僕」(北上夜曲・昭36)「君は僕の心の星 君は僕の宝」
(星のフラメンコ・昭41)
の様に、男性を「あなた」と呼ぶ女性は自らを「わたし」と呼び、女性を「君」
と呼ぶ男性は自らを「ぼく」と呼ぶ場合が圧衝的で、『角川類語新辞典』に
も見えるが基本的な形である。因に、女性が男性を「君」と呼称する女性も
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自らを「わたし」と呼んでいる。例えば、「柱に寄りそいたたずむわたし
さよならさよなら 君いつ帰る」(夜のプラットホーム・昭22)「君を頼りに
わたしは生きる」(ここに幸あり・昭31)など。
◇対称「君」自称「われ」
「はれやかな君の笑顔 やさしくわれを呼びて」(青春のパラダイス・
昭21)「君は鍬とれ我は鎚」(ああ紅の血は燃ゆる・昭19)
◇対称「君」自称「おれ」
「惚れていながら行くおれに '君の幸せ祈りつつ」(哀愁列車 ‐昭31)「君
より切なヽヽ この俺なのさ」(霧にむせぶ夜・昭43)「君と出逢った香林
坊の・静かに俺を待ってる町だ」(加賀の女・昭44)「もし君とキッスで
きたら俺街中を逆立ちしたまま」(100%……SOかもね !・昭57)など
の外、「無錫旅情」(昭62)「悲しみは雪のように」(平4)など。
「ああ紅の………」のみが男性 (学徒)同士の呼称であるが、他の例は恋
人同士あるいは恋愛関係にある二人の間での呼称である。
『あいさつ語辞典」(奥山益朗編)には、「おれ」に「同輩またはそれ以下
に対して用いる自称代名詞」とあるが、自称の「われ」は掲出しない。F角
川類語新辞典』は、「われ」に「文章語」、「おれ」に「口語・男性語」と位
相を示す。『基礎日本語 2』は「われ」については「現代語では文語的表現
として用いる」とするのみだが、「おれ」については男子の親密な間柄での
用語とする。次の用例との関係で更に考える。
◇対称「お前」自称「おれ」
「可愛お前にゃいつまた逢える・俺は待ってるぜ」(俺は待ってるぜ・
昭32)「俺もおまえも新宿そだち」(新宿そだち・昭43)「おまえと酒が
あればいい 飲もうよ俺とふたりきり」(ふたり酒・昭55)「お前が俺に
は 最後の女」(みちのくひとり旅・昭56)「泣いたおまえが可愛い 俺
がいつでもいるから」(ギンギラギンにさりげなく・昭56)等々。
『角川類語新辞典』は「お前」に「普通、男同士。男から女にいう。同等
あるいは日下にいう。そんざいないい方。日常語」とし「おれ」の対意語と
する。「俺」に「同輩またはそれ以下に対して使う。やや乱暴ないい方」と
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する。F日本国語大辞典』の 補 注 に「自称の Fおれ』は、中世以降使用さ
れ、特に近世以降多用された。貴賎男女の別なく用いられたが、近世の後半
期頃から女性の使用が絶えた。同等もしくは目下に対する使用例が多いが、
目上に対する用例もあり、江戸期までは現代語のように特に悪いことば、卑
称とはいえない」(「おれ」の項)とある。
上記の様なことは、現代語の「お前」「俺」に確かに認め得るであろうが、
当該例のような、恋愛関係にある男女間の場合には、当然上下関係での用法
ではなく、親密さの表現であろう。仮に「おまえ」と「おれ」とが「ぞんざ
い」で「やや乱暴」と一般に意識されるならば、それは「 より親密さと親愛
感」の表現を意図したものとみるべきであろう。したがって、上に示した対
称「君」自称「おれ」の「おれ」、「俺に返すつもりならば 捨ててくれ・人
波に紛れる貴女を見てた」(ルピーの指環・昭56)のごとき対称「あなた」
に対する自称「おれ」の「おれ」などは、「やや乱暴」であっても「おまえ」
に対する「おれ」とは違った、「照れを押し隠そうとする気持ち」の表現で
はな|かろうか。
◇対称「あなた」自称「あたし」
「愛したひとはあなただけ・あたしの恋人」(逢いたくて逢いたくて・
昭41)「お馬鹿さんね あなただけを信したあたし」(ラブユー東京・昭
41)「あなたはわるい人ね・ダメなあたしね」(経験・昭45)「あたし酔
えば家に帰ります あなたそんな心配しないで」(氷雨・昭57)
◇対称「あんた」自称「あたし」
「やっばりあんたもおんなじ男 あたしはあたしで生きてゆく」(どう
せひろった恋だもの・昭31)「あたしせつないの・みんなあんたに上げ
る」(おひまなら来てね・昭36)「あんたとならいつ死んでもかまわへん
・あたしが本気で惚れたひと」(東京・平5)
◇対称「あんた」自称「 うち」
「うちはあんたの夢をみる」(火の国の女・平3)
上例の「火の国の女」は「肥後の国」を舞台とする歌であり、熊本県下で
も用いられる自称の「 うち」は当然といえば当然ではある。因に、この関西
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を中心として関西以西でも用いられる「 うち」は、婦女子が用いる。
「あたし」は「わたし」よりも「ややくだけた語感を持つ」(『日本国語大
辞典』)口語であ り、「あんた」も「あなた」よりも「 くだけた」口語であり、
本来の語形の崩れは親愛の気持ちと親密の度合いの表現を表すものであろう。
東京では「あんた」は卑俗な言い方であり、その点では例えば、対称「あん
た」に対する自称「あたし」の持つ温かな親愛感はどう理解されるのだろう
か。
◇対称「あなた」自称「僕」
「あなたがぼくをまっている」(ブルーシャトー ・昭42)「僕には出来な
いまだ愛してる あなたは大人の振りをしても」(危険なふたり・昭48)
「あなたがいつか話してくれた 岬を僕はたずねて来た」(岬めぐり・
昭49)「あなたがいま望むなら・僕には泣きたいくらい恋人」(恋人・平
5)
◇対称「お前」自称「僕」
「僕のはころびぬえるのは・おまえのはかにだれもない」(おまえに・
昭47)
「あなた」とも「お前」とも呼ぶ対象に自らは「僕」に対応する。「僕」
は一般には「男性が対等およびそれ以下に対して使用する日常語」であるが、
恋愛関係にある男女間ではその意識はなかろう。ただ、「あなた」に対する
「僕」と「お前」に対する「僕」とでは、その「僕」の表現意識には差異が
あろう。「お前」に対する「僕」には、「俺」に近い意味あいがあるのではな
かろうか。
5
次に、対称の呼称が同時に見られる例を示す。
◇「あなた」と「お前」
「お前一人の身ではない・貴方ひとりが欲しいのよ」(お座敷小唄・昭
39)「うぶなお前が可愛いと 言ったあなたは憎い人」(夢は夜ひらく・
昭41)「『あなた』『おまえ』夫婦みち」(命くれなt―昭62)
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◇「あなた」と「君」
「あなたに『さよなら』って言えるのは・みんな君の人生だね
って言っ
て」(22才の別れ・昭50)「あなたをつかまえて泳ぐの・すねて怒る君も
可愛いよ」(小麦色のマーメード・昭57)「君は素敵だから一人で平気さ
・みんなそう あなたのせいよ」(嵐の素顔・平1)
6
歌謡の中の対称の代名詞には、以上に示す様に「あなた」「君」「お前」「あ
んた」が見られる。それらの語の意味・位相について『角川類語新辞典』は
次の様に記す。
「あなた」 男女両用。日上・対等の相手に対していう。日常語。対意
語 (わたし)
「あんた」 同輩以下にくだけていう。口語
「君」   男性同士、または男性と女性との間で対等または目下に、
親しみを込めていう。日常語。男性語。対意語 (僕)
「お前」  普通、男同士。男から女にいう。同等あるいは目下にいう。
ぞんざいないい方。日常語。対意語 (おれ)
「あなた」以外の語に共通する「上から下」への意識が始めに記した寿岳
章子氏などの「お前」に対する視点に結び着くのであろうが、本稿で取り上
げた恋愛関係にある男女間、あるいは恋人同士の間、夫婦の間などの場合に
は必ずしも上に見る様な視点は当てはまらないのではないだろうか。
小学館のPR誌『本の窓』(創刊号)に次の様な記事がある。
池上 私の教えている留学生が、私に向かって「あなた」と言うんです。
なんて失礼な。そこで、その学生に「あなた」は目上の人に対して
使う代名詞ではないと教えると、辞書に「尊敬」とあったと言う。
たしかに、「あなた」は、多くの辞書に「尊敬の意を込めていう呼
び方」と書いてある。つまり、こういう説明だけでは実用にそぐわ
ない。(略)
林  (略)日本語の実態では、「お父さん、あなた !」 と言ったとき
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には、もうすでに親子喧嘩なんです。
池上 夫婦喧嘩のときは、「あんた !」 じゃないでしょうか。「あなた」
には、まだ優しさがある。
林  戦争中に、『父よ、あなたは強かった』という歌が流行して、そ
のときすでに問題になってるんですよ。日本人は、父親に向かっ
て「あなた」とは決して言わない、と。
「あなた」について、『大辞泉』には「①対等または目下の者に対して、
丁寧に、または親しみをこめていう。」とし、特に「現代語では敬意の程度
は低く、学生が先生に、または若者が年配者に対して用いるのは好ましくな
い。」と注記する。②として「妻が夫に対して、軽い敬意や親しみをこめて
いう。」とする。
「あんた」は「『あなた』よりくだけた感じの語」(『大辞泉』)、「『あなた』
よりぞんざいな言い方」(『学研国語大辞典』)、「現在は『あなた』を軽くい
ったことば」(『あいさつ語辞典』)等の様にあるが、元の語形が崩れること
によって、自分と相手との一体感を表すことは多い。例えば、
好きおうて一緒になった仲やない あんた遊びなはれ 酒も飲みなは
れ あんたが日本一の落語家 (はなしか)になるためやったら うち
はどんな苦労にも耐えてみせます     (浪花恋しぐれ 。昭58)
に見える対称「あんた」、それに対する自称「 うち」には夫婦間の「親しみ」
と「慈しみ」と「敬意」とが感じられ、ほのぼのとした温もりが伝わってく
る。
『 日本語と女』の中で寿岳章子氏は「『お前』の一種の安定感は何とも言
えない。否、『お前』にこそ、夫婦の醍醐味がある」との「お前」を巡って
の一方の極の礼讃派を認め、「近頃の若い人の一部には、『お前』があってこ
そ夫婦は安泰ということばの意味合いがわからない人がいる。『お前』はた
しかに強者的な、少し大仰に言えば、一種のヒエラルキーを獲得している者
が下の者に声をかけるときのことばであるだけに、うまく行けば、立派な殿
様が良民にあたたかい眼差しを注ぐような、穏やかな雰囲気に溢れた夫婦の
状況を表すことばとなり得る。」とも記す。
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7歌謡を題材に、特に対称の代名詞の使われ方につヽヽて略述して来た。
寿岳章子氏の『章子のことば教室』と『 日本語と女」とで「お前」の意味
はかなり明かになるが、現代の多くの「国語辞書」の記述は満足のいくもの
はない。「ことば」は時代 ‐場所・状況によつて使い分けられ、同じ「こと
ば」でも意味が付加され、異なった意味合いを醸すことがある。「国語辞書」
は紙面の制約で多角的な説明の不可能なことは十分承知はしているが、実用
にそぐわない説明のあまりに多いことも事実であろう。そして、不用意な「辞
書」の使用は誤った見方を知らしめることに繋がる。
規子間の「お前」と夫婦間の「お前」と恋人間の「お前」とでは、同じ「お
前」でもその意味合いは異なる。
同じ「あんた」でも夫婦喧嘩の時と日常会話の時とではその意味合いは異
なる。
同じ恋愛関係にある二人の場合でも「あなたに……」「お前に……」「君に
……」「あんたに一―」とでは、相手に対する思いは異なる。
代名詞一つにしてもその記述的研究の必要を痛感する。
-23-
就学前の読みの意義
―フランスの入門期指導論4-
市 力1 真 文
B.Betelheimは、難読症について次のように指摘する。
そうした人々にとっては、子どもの頃の最初の、またそれにつづく
読書体験は、個人的に自己を投入できる体験ではなかった。逆に、読
書はなんらの深い意味も持たぬ、文字や言葉や文章の単なる知覚とい
う本質的に受動的な体験であった。
読むことに関連してなんらかの不安を抱いているために、あるいは
それが全く退屈な体験であるがために (読書が与えてくれるものに対
して個人的に関与できなければ、読書は退屈である)子どもは読みを
学ぶことに積極的に抵抗するかもしれない。そのような子どもにとっ
て、読書は自分の真の興味とは無関係のものである。
この指摘は、いかにも精神分析家のものらしい。Bettdheimにいわせれ
ば、最初期の読書体験が、以後の読書生活に大きな影響を与える。「楽しく
もなく他の価値ある報酬を与えてくれるわけでもない課せられた作業」とし
ての読書に接近していった子どもは、「読書や読書が与えるものをできるこ
となら避けたいと思う」ようになるのである。しかも、それは決して珍しい
ことではない。
だが、逆にまた、「文字の解読やその他の技術の訓練を受けることなしに、
就学前にあるいは就学後に読めるようになる」子どもたちも多くいる。
そ うした子どもたちは本を読んで聞かせてもらっているうちに読書
欲を抱 くようになった子どもたちで、彼らは程度の差はあっても、授
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業で教えられるものとは関わ りなく家庭で読むことを覚える。本を読
んで開かせてもらう楽しみを知る子どもは、本が好きになる。読書に
対する親たちの関心や、規たちが自分に読んでくれるときの楽 しげな
様子に影響されて、子どもは熱心に、自分を魅了するス トー リーを頭
にきざみつける。それから全く自発的に、彼は言葉を拾い出し、親や
兄弟の助けを借 りて言葉を識別するようになる。
この子どもたちは、「『言葉が読める』といういわばうつろな能力」の蓄積
の果てに、読書の世界に入っていったのではない。最初から読書や文学を楽
しみたいという「子どもの自発的な欲求の結果として」読む技術の学習が行
われ、文字や言葉が読める能力と読書や文学を楽しみ、意味あるものを理解
する能力とが並行的に習得されていったのである。
ここで重視しなければならないのは、どちらの場合においても、読み方教
育の入門期以前の体験、すなわち就学前の段階での読書にかかわる体験が重
要だということである。それは家庭であったり、保育園や幼稚国であったり
するのだが、就学以前に「読書への深い関心を培われた子どもたちは、学校
で読むことに苦労しない」。たとえば、兄や姉の読書をテープルの反対側か
ら眺めているうちに文字を反対に覚えてしまった子どもの例を挙げて、「学
校に入ると、はじめは言葉を本来の形で読むのに苦労するが、読書への関心
が植えつけられているので、すぐにそれができるようになる」という。さら
に、読書への関心から読むことを学び始めた子どもたちは「圧倒的に後によ
い読者となる者たちの大部分を占める」のだが、実のところ「学校の教え方
が結果として生んでいるのは、あまりに多くの子どもたちが、そのときにも
また後になってからも、読書の意義を見出せずにいるという事実」だとする
ならば、実質的に読書入間は、学校以外の場と学校以前においてなされてい
るといわねばならない。
結局、Bettelheimのいうことは、読むことの意義や機能についての経験
が読むことを方向付けるのであり、そのオリエンテーションは就学以前に行
われており、小学校はこの点において無力だということだ。読みの学習にお
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ぃては、その技術的な側面が軽視されることはあり得ないが、しかしまた、
読む技術が読む行為の発達の重要な鍵となるのでもないのである。にもかか
わらず、学校の読みの学習は読む技術の練習に終始しており、読書や文学の
楽しみから子供たちを遠ざけている。だから、多くのよい読者は、「その子
たちが学校でさらされている体験にもかかわらず」よい読者になるのだとま
でいう。
Bettelheimはアメリカの学校と子どもたちを主なケース・スタディとし
て、読みの学習について論じているが、同趣旨の指摘は、フランスの幼児教
育の場でもなされている。就学以前の子どもたちの読む能力の基盤的な発達、
読みにかかわる経験、さらには読みの学習そのものが、小学校での読みの学
習に大きく、深く影響を与えていると考えられている。こうした点について、
より包括的な形で、教育行政の側からの提案もされている。
フランス文部省は、すでに一九七七年に、「幼稚園と小学校準備級との教
育的連続性 (Con●皿走
`p`dago鉾
que ente l'ёcde matemelle et le cycle
p“pa=。re de l'“。 e p●:nare)」という通達を出し、同年に公示された文
部省令 (「小学校準備級の目標と教育課程 (0勁∝壼s et progmmmes du cy‐
cle prф"atore des“
01es pnm狐
“
)」)が「小学校準備級で行われる基礎
学習に関して、この基礎学習のために必要な心理的成熟の状態をつくりあげ
る上で、幼稚園、特に年長組の諸活動が重要であることを繰り返し強調」し
ていることの趣旨を徹底させようとしている。そして、幼稚園においては、
やはり同年の通達「幼稚口について (r“01e mtteme■e)」に示された教育
指針を尊重すべきことを述べて、フランスでの幼稚園―小学校、とくに年長
組と準備級のあいだの連続性を確かなものにしようとしている。
もっとも、この幼稚園―小学校間の連続性の強化には、フランスの学校制
度固有の条件も与っている。フランスには落第制度があり、準備級では約20
%が留年しているといわれているが、七七年のグロシャン委員会の報告によ
れば、就学前教育の経験の有無が、明らかに小学校での落第と関連をもって
いる。同様の結果は、七三年度の中等教育学校一年生を対象におこなった文
部省の調査にも現れている。それによれば、幼稚園に2年以上通ったものは、
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その約6割が落第をせずに小学校を卒業するが、通日経験のないものにあっ
ては約4割にすぎない。逆に、小学校で2度以上落第を経験したものは、2
年以上の通園経験をもつものでは4.5%、通日経験のないものでは、9.1%で
ある。こうした調査結果から早急に結論を導くべきではないが、フランスの
「機会平等主義」にもとづく諸政策の中で、アビ文相による教育改革の一貫
として、小学校における修学効果に著しい不均衡をきたさないためにも、年
長組と準備級との連携が焦点となったといえる。また、制度の上からもフラ
ンスの幼稚園は初等学校とみなされている。このため先の通達では、Betel‐
heimの指摘した、家庭を主とした就学前の発達的環墳の重要性よりもいっ
そうふみこんだ、幼稚国の予備教育的な役割を明らかにすることになったの
である。
つまり、学習技能習得の準備期間として、年長組―準備級をひとまとまり
ととらえて、幼稚口でも「学習上必要とされる事柄に応じうる最適な手段を
豊かにもつ指導を行う」としている。「ひとりひとりの子どもの精神的・身
体的かつ社会心理学的なあらゆる潜在能力を最適に発達させる」ことが幼稚
園の任務であり、幼稚園で培われた潜在能力が、「小学校でのこの (読み・
書き・計算)基礎学習の質と大きくかかわっている」とされる。したがって、
「読みや計算に関するあらゆる学習の過程を、もっばら準備級以後に行われ
ることだと見なして幼稚園から排除することは避けるべき」だということに
なる。
けれども、これは、読みの早期教育、Betelhelmがいう読みの技術的側
面の学習の幼稚園からの開始をいうものではない。そうした学習は「時期尚
早というおそれだけでなく、子どもたちの人格の調和のとれた発達を促進し、
より正確な学習と豊かな発達の潜在力を保障するそのはかの諸活動を犠牲に
するおそれがある」。幼稚園ではあくまでも「園児の表現力をかきたて続け、
園児の活動力を生かすこと」に努めるべきで、「学習の目標とする能力の習
得を中心的な関心とした訓練を実施するということは、幼稚国の教育目的で
はない」のである。むろん、読みの基礎にかかわる学習が成立する条件を子
どもたちが備えている場合、読みの学習が展開されることになるが、その場
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合も「懸案の学習を条件づける心理的能力の発達と成熟に役立つことを第一
の目的とした活動から生まれてくるべきであり、故意に学習が実現されるよ
うにしむけられた教育実践をめざすべきではない」と、あくまでも子どもた
ちの諸活動の中から、読みの学習の方法と材料を見つけだすことをといてい
る。
具体的に「幼稚国について」では、この時期の子供たちのことばの学習に
ついて「(発達に関する研究成果をふまえ)これまでに述べた発達過程の規
則を考えあわせる時、身体から直接発現する自我の表現形式のことごとくを
教師は十分に活用しなければならないことが明らかとなろう」と述
べて、自
発的な表現活動から学習が展開されることを基軸にしている。そして、身体
運動や絵画などの造形的な活動を含め、何よりも話し言葉による表現から書
き言葉へと導くにあたって、次のような項目を示している。
三歳頃から、幼児は自分の書いた字や友達のそれに意味を与えよう
とする。この自然な行為が起点となって、幼児はアルファベットを身
につけることになる。そこで、①書く記号の役割とその性質を理解し、
②それらを実際に書き、③諸種の音声を記号文字に対応させ、④時間
の中で展開される話し言葉と、左から右へと空間の中で展開される書
き言葉の間の関係をとらえるために、書く記号と話し言葉を文字で結
合すること等ができるように指導すべきである。
子どもの内発的な行動、しかも書かれたものに意味づけるという読む行為
の本質に深くかかわる行動から出発して、文字の習得へといたることが示さ
れている。読なの技術的な側面は後にまわされ、読みの、そして文字のもつ
機能についての体験が先行している。しかも、子どもの発達の全体性をふま
えた項目だてになっている点に_発達教育学的視座を重視するフランスの面
目がある。
発達的な観点は、これまでの幼稚園における文字習得の問題点を踏まえて
提示された五項目の目標に、より鮮明な姿で現れている。
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話し言葉から書き言葉へと移る際には次のような目標が設定される。
①イメージを注意深く見てメッセージを記号化し、その意味を知 りた
いという情緒に関する目標。
②音韻に関する目標一年少組のころから違う音、同じ音を聴き分ける
ように指導すべきである。聴覚上の弁別は視覚上の弁別に比べては
るかに微妙であるため、各種の遊戯を子どもに提供する必要がある。
この目標は、機能的遊戯と訓練とが渾然一体となった珍しいヶ―ス
である。
③運動神経系統に関する目標―子どもはアルファベットの記号を左か
ら右へど読みながら書き写すことができなければならない。ほとん
どの場合、この日標は五歳六カ月から六歳にかけてやっと正確に達
成されることが実証されている。
④記号に関する目標―各自が解釈する多義的記号にはじまって、子ど
もは記号の意味に関する規則や慣習の必要性を理解しなければなら
ない。しかし、この慣習は学級とtヽう集団内のみで有効であるから、
ぜひ習得しなければならない任意の記号を使用する必要性を子ども
に認めさせるべきである。
⑤結合に関する目標―この目標は表象機能の発達と結びついており、
表象機能は多数の要素を同時的に克服する可能性を与える。また、
表象機能は音韻の結合を習う五歳六カ月から六歳にかけてようやく
現れることが実証されている。
ここには、G.Mialaretが読み方学習のレディネスとして分析した六項目
などに見られる発達研究の成果が盛 り込まれている。Mialaretの場合、読
み方学習のレディネスを次のように分類している。
1 身体的発達の一般的条件
2 社会的条件と感情面
3 知覚的運動機能の条件
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就学前の読みの意義
4 言語にかんする条件
5 空間の構造化にかんする条件
6 知的水準にかんする条件
「1 身体的発達の一般的条件」は、広く学習活動にむかううえでの条件で
あり、「6 知的水準に関する条件」は、読み方学習の成就の可能性にかか
わる条件であって、読みの学習の基盤となる項目は、2から5と考えてよい。
このうち「3 知覚的運動機能の条件」は、おもに視覚運動機能の調節・制
御にかかわる発達とリズムの保持・模倣にかかわる発達水準として、「 5
空間の構造化にかんする条件」は、空間構造化の能力と読みの能力の高い相
関性として説明されている。「4 言語にかんする条件」は、象徴的機能の
発達、コミュニケーションの質的な移行、口頭言語の充実の三点に集約して
いる。「2 社会的条件と感情面」については、Mialaretは次のように述べ
る。子どもの発達のある様態を紹介して、
子どもは4、 5歳になると、読み方をおぼえたいと思い、この時期
にきわめて特徴的な模倣的行為をするまでになる。すなわち、子ども
は好んで本や新聞を (正しく、あるいはさかさまに)手にもってすわ
り、家族の者たちと同様に、からだの一部は動かさずに、日や頭をい
くらかなりとも規則的に往復運動させ、ときには、いま「読んでいる」
最中のお話を「物語る」ことさえする。たとえ子どもは読めなくとも、
彼は読む人の行為の最も外面的な様相をとらえて、それを巧みにまね
ることはできたわけである。
と述べ、さらにJ.Piagetの「子どもの発達がつねに社会環境によって影響さ
れることは事実であり、その社会環境は、たんに促進剤の役目をするだけで
なく、それ自体が集団の歴史を背負った数多くの概念を、伝達する役目をは
たしている」ということばをひいて、子どもに見られる「特徴的な模倣的行
為」1よ「重要であり、これに留意すべきである」という。
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さらに、「字を読むような準備訓練をまったくうけていない」子どもたち
の例をあげ、
と、家庭を中心とする社会的環境が子どもたちの読みの発達に深くかかわる
ことを示唆しているのである。
また、感情的環境も無視しえない条件である。R.Z″zoの「たしかに子ど
もは模倣する一だがその模倣は、幼児においてさえも、たんなるしぐさのお
うむがえしではなく、それは欲求や願望を表現しているのである」という発
言を紹介しているが、こうした、模倣とはいえ読む行為にそくする感情の存
在は、読みの学習のレディネストして動機付けの上からも、学習成果の位置
づけの上からも重要なのである。
以上のMialaetが示した条件にてらせば、Betelheimの指摘は、読みの
レディネスは、決して並列的なものではなく、読むことへの社会的・感情的
環境が他のンディネスを統合する構造として把握することができるというこ
とだろう。このように見たときにあらためて、小学校での読み方学習以前の
読むことにかかわる経験や、そのための諸活動の重要性が明瞭に意識される
のである。
L.Be■ngerは、「読書とは社会的なことがらなのである。子どもたちは、
読むことを知る前に、書かれたものをふくむ環境に生きている」といい、「 こ
のことこそが、読みを学ぶ唯一の理由」と指摘する。とくに、二歳から五歳
-32-
その子どもたちは、言語が記号によってあらわされるということさ
え知らないのである。親たちは、彼らに一度も読んで聞かせたことが
ないので、彼らは本というものが、情報やおもしろいお話のみなもと
であることを知らず、また彼らは掲示板、ビラ、看板、新聞、告示な
どの世界に生きていないので、言語の印刷された形になじみがない。
だから彼らは、ふつう印刷記号が広くもちいられている環境に育つ子
どもがへていく、「それはなんという意味なの?」の段階に達しないの
である。
就学前の読みの意義
にかけての子どもにとって、すなわち幼稚園に通う子どもにとって、「社会
的な環境が、読むことによるコミュニケーションの価値に目をむけることを
可能にする」。では、幼稚園ではどのような活動の中に読みへの糸口を見い
だしたらよいのだろうか。Beuengerは、
図書室の隅の棚におかれた本や手でもちあつかえる玩具絵本、先生
が書きためた子どもたちにおあつらえ向きの暗唱のための語句や文を
とおして読書に規しむ。あるいは、郵便や通信は、読むことの感情的
・情報的な価値を具体化するものである (たとえば、先生が書いてく
れたみじかい手紙を離れたところにいる友達へ送るなど)。 また、ラベ
ルなどを上手につかって、読みの表象的な価値をしっかりと認識させ
ることが大事である。
と子どもたちへの働きかけ方を具体的にあげながら、「先生は仲介者であれ
ばょい」とヽヽう。「 これとこれは同じことが書いてあるなどといった情報的
機能、間違った場所に貼られたラベルを貼り直すといった訂正機能、すでに
知っている単語を分類するといった組織化する機能」を示して、先生の援助
は何をなすべきかを明らかにしている。読みの技術の訓練者でも文字や表記
の教授者でもなく、子どもと読書とをつなぐ「仲介者」として働きかけるこ
とが求められている。
この点を、準備級にまで延長して、一つの指導方法として論じたのは、
■FoⅨ冽耐踵■である。
(読みの入門期が抱える)問題の解決は、読みの早期教育には求め
ることができない。わずかに、読書を実際に体験する中にその解答を
みとめることができるのである。自然な環境としての学校で活動する
ことを子どもたちに許すだけで充分である。…社会的な環境は、子ど
もたちが、コミュニケーションの上で有用であるものとして、読みの
実地体験を積めるようでなければならない。
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と述べて、学校という社会的な環境が、子どもたちの自発的な活動をうなが
し、その中で読みの体験を積みつつ組織的な読み方学習に向かう機能的な手
だてを活用することを提案し、「早期教育と、読書へつながる機能的な方法
とを上手に区別すること」の大切さを指摘している。
こうした、読みの技術的な側面よりも、読みの価値に目をむけた入門期な
いしはプレ入門期の指導論が、フランスでは主流になりつつある。それは、
先の文部省の通達の精神が反映しているともいえるし、逆に、入門期指導論
の動向をふまえた文部省通達であったともいえる。事実、七七年の通達は、
「数年にわたって全国の幼稚園視学官に意見や改革案を具申させ、その結果
をふまえてアビ文相が執筆した」ものである。が、なによりも、読むという
行為がたんなる自動行動ではなく、コミュニヶ―ションや文化的な価値にも
とづく社会的で内発的な行為にはかならないと、フランスの発達教育学が明
らかにしてきたからであろう。
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武庫川女子大学言語文化研究所年報 第7号(1995)
店 の 主 張
一タウンページの広告を資料として一
岸 本 千 秋
はじめに
世の中には、さまざまな職業があり、多くの会社が存在している。
資本主義社会では、他より多くの客を集めることが、会社の生き残る道で
あろう。そのために、経営努力をはかり、より良い製品を開発し、わたした
ちに提供している。商品を′ヽ―ドとすれば、ソフトである宣伝・広告もまた、
非常に重要な役割をもっていると言える。そして、同じようにその商品を売
る店そのものも、宣伝・広告の対象となる。
反対に言えば、広告は、消費者にとって店を選んだり商品を選んだりする
際の、大切な情報となるのである。その情報のひとつである「職業別電話帳
(タウンページ)」 に掲載されている広告を見てみると、大きく分けて、次
の二つのタイプに分かれていることがわかる。ひとつは、具体的に業務の内
容や商品の説明をしているタイプのもので、もうひとつは抽象的なイメージ
を強調しているタイプのものである。
そこで、本稿では、「店の宣伝」という場面を対象に、広告にはどのよう
なタイプのことばが使用され、業種によってアピールのしかたが違うのかど
うかという点に着目して見ていきたい。
調査方法
資料には、「タウンページ兵庫県阪神版」を使用した。そこに掲載されて
いる職業の中から、次の業種に限って、広告に使われていることばを集めて
みた。
・結婚相談所
・結婚式場
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・葬祭業
・エステティックサロン、美容室
・探偵業
これらの広告の中で、なんらかのメッセージ性があることばを、データと
して取 り上げた。ただし、店の名前や、営業時間、電話番号などは省くこと
にした。データは、直接業務内容に関係する「業務関係のことば」と、いわ
ゆる「キャッチフレーズ」として使用されているものに分けることができた
た。
たとえば、「お葬式ハンドブック進呈中」(葬祭業)という広告の、「お葬
式ハンドブック」は、具体的な業務内容をあらわしている「業務関係のこと
ば」とする。
「男だって気になる。女はもっと気になる」(エステティック)のような
広告は、抽象的な表現を用いていて、業務の宣伝というよりも、人の目を引
くことに主眼が置かれているので、「キャッチフレーズ」とする。
調査結果
:.結婚相談所 (23社 業務関係98例/キャッチフレーズ15例 計113例)
結婚相談所23社の広告を見てみると、業務関係をアピールしているものが、
キャッチフレーズの約7.5倍ある。
そこで、業務関係についてのことばを、何に重点をおいているかに着日し
て分類した。その結果、次の4つのパタンに分けることができた。
1.1 職業重視パタン
・医師・弁護士・エリートサラリー マン・良家の子女
医師・弁護士等の専門コースも設け、ハイレベルな出会い
医師との結婚
医師との最高の出会い
会社経営者・弁護士・医者 ‐会社員
公務員を中心に一般企業の方も良縁の出会い
エグゼ限定のエグゼクティブエクセレンス
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店の主張
これらでは、具体的に職業を特定 して、特色のひとつにしている。
医師や弁護士、会社量営者などは、結婚相談所がアピールしたい代表的な
職業であることを意味している。
また、具体的ではないが、「エグゼ限定」のように、「 エグゼタティブ」つ
まり管理職や重役のみを紹介することを前面に出しているものもある。
ところで、
・一流会社の要請を得て、優秀な社員のためにお嫁さんを探し始めまし
た
の文では、あきらかに女性に向けた広告であることが分かるが、先にあげた
ものでは性別は明記されていない。しかし、主に女性に向けた、男性紹介の
広告ととらえてよいのではないかと思う。医師や、弁護士、または会社を経
営している女性を求めて、男性が結婚相談所にやつてくる可能性は、一般的
に考えて低いのではないかと考えられるからである。
1_2 実績強調・信用度重視パタン
次に、会社の今までの実績を具体的に表して、信用度が高いことをアピー
ルしている広告をあげてみる。
(実績強調)
・交際率85%以上
・成婚率抜群
・業界屈指の高い成婚実績
・創業25年の最験と実績
・成婚第一主義                       など
「85%」や「25年」など、具体的な数字によって説得力をもたせようとし
てヽヽること力｀わかる。
(信用度重視)
・選ばれた方の健全な会員制
地域性を生かしたレベルの高い会員構成
・信用あるメンパーズ制
・官公庁OBが中心となって結成した権威あるプライグル組織
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・一部上場地元有力企業との提携               など
「会員制」「 メンバーズ制」ということばにより、信用できる相談所であ
ることを言おうとしている。また、「選ばれた方」「 レベルの高い」というこ
とは、質の良さを強調 していると言える。そして 「ヾ官公庁OB」が結成 し
た組織であることや、「一部上場企業」と提携 していることを言 うことによ
り、安心できる相談所であることをアピールしていることもわかる。
1.3 ポリューム重視パタン
これは、データの多さ、幅広さについてアピールしているものである。結
婚相談所にとって、人は商品でもあるから、その商品の豊富さを言っている
例である。
・100～200名の写真付データ
4万人の中から決まるまでお世話
ヤングからシルバーまで豊富な会員層
ンルバー世代も大歓迎
・年齢層は幅広く誠実な方ばか り
・年間100名ものご紹介&パー ティ               など
ここでも、「100～200名」「 4万人」「100名」などの数字を示 して、より具
体的な広告をしている。
商品が豊富であることは、信用があることを言 うためにも効果的であると
考える。
1.4 女性限定パタン
2例しかないが、女性を日本人以外に限っている広告もある。
・外国女性
・中国・タイ・東南アジア女性
「外国女性」が、どこの国の女性をさしているかはわからないが、少なく
とも「中国・タイ ‐東南アジアの女性」が、日本の男性にとって、なんらか
の意味で好条件であるようだ。
日本の女性ではなく、外国の女性と出会う機会が持てるとヽヽうことも、結
婚相談所のセールスポイントのひとつと思われる。
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以上結婚相談所の広告における業務関係のことばを分類してきたが、次に、
結婚相談所のキャッチフレーズについてみていく。用例として、以下にいく
つかを挙げてみる。
・あなたの愛のキュービット
・幸せの赤い糸
・結婚の港
・白い光、輝 く花嫁
・栄光の結婚
・永遠の愛の始まり                     など
初めの3例は、結婚相談所について、あとの3例は、結婚 (式)そのもの
のキャッチフレーズである。
2.結婚式場 (10社 業務関係33例ノキャッチフレーズ25例 計"例
)
結婚式場の広告についてみると、業務関係のことばとキャッチフレーズで
はそれほど用例数に差がなかった。
はじめに、業務関係について、以下の二つのパタンに分けて考察する。
2.1 説明型
‐荘厳な結婚式、華麗な披露宴から― (中略)―サービスと先進のアイ
デアで印象鮮やかに盛り上げます
・こんな結婚式を挙げたいという二人のこだわりを― (中略)―きめこ
まかくサポートいたします
・結婚式までのすべてをプロデュースいたします
・愛にきらめくお二人のウェディングセレモニーを心を込めてお手伝い
いたします                      など
これらは、結婚式や技露宴について、全体を包括的に説明しているもので
ある。また、「盛り上げます」「サポートいたします」「プロデュースいたし
ます」「お手伝いいたします」と、丁寧な呼びかけの言い方を用いて、親近
感を出そうとしているようである。
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2.2 結婚式の形態
・心暖まるキリス ト教
・キ リス ト教式、海外挙式、 レストランウエディング
・チャベルウェディング
・素敵にカントリーウェディング
・緑あふれる森で厳粛な結婚式                など
結婚式の形態にはいくつかあるが、キ リス ト教式 (チャベル)での結婚式
を前面に出しているものが比較的多かつた。ほかに、仏前結婚や神前結婚な
どもあるはずだが、これらはまったくでてこない。現実には、仏前結婚も神
前結婚もあるのだろうが、宣伝内容とはなりにくいのだろうか。
他方、キャッチフレーズとしては、次に挙げるようなものがあった。
・ときめく想いが、感動の瞬間がいつもあざやかに甦る、心に残る幸せ
の セ レモ ニー
・神 が々集い、二人の愛を祝う瞬間
・祝福の光につつまれながら最高の一瞬を華麗に刻む
・この日の幸せを永遠のものにするために
・永遠の愛を誓うお二人のために               など
「瞬間」と「永遠」ということばが、どのキャッチフレーズにも使用され
ていた。結婚式での感動を「一瞬」と形容し、喜びをより凝縮させた表現に
しているようだ。結婚後の幸せについては「永遠」であるとしている。
3.エステティックサロン・美容室 (29社 キャッチフレー ズ32例)
エステティックサロン (以下、エステという)と美容室に関しては、「美
しい」ということばが、双方に共通して多く使用されていた。また、他の業
種と比べると、キャッチフレーズを使用しているものが比較的多かった。
そこで、エステと美容室については、キャッチフレーズに限って見ていく
ことにする。
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3.1「美」の追及
一番多く使用されていることばは、「美 しぃ」であった。美しくなりたい
と思う女性に向けた広告であるから、当然と言えば当然である。
[美容室]
・ トー タルな美しさを追及します
・あなたの美しさ届けます
・健康で美しい髪創 りの店
・優しく美しく磨かれて
・美しい髪、より美しく
・誰も知らない自分だけの美しさ
・あなたの美しさをひきだす
・髪美人になる方法教えます                 など
[エステ]
・あなたの中に眠る美 しさを目覚めさせます
・甦れ !美
・新しく、美しい、日々のために
・美しい素顔への近道は一
・美しくなりたいと願うすべての女性に
・もっと美しくきれいにやせたい貴女ヘ
・年ごとに美しさをかさねる
・素肌美110番                       など
3.2 個性の大切さ (美容室のみ)
・あなたの個性をひきたします
・あなたの個性を演出する                  など
美容室に数例「個性」ということばが使用されているくらいで、アピール
したいことがらは「美しさ」のみのようである。
4.葬祭業 (17社 業務関係47例/キャッチフレーズ5例 計52例)
葬祭業に関しては、「心を込めて、誠意をもって」という気持ちをあらわ
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すことばが多かった。また、その業種の特徴からか、キャッチフレーズと思
われるようなものは非常に少なかった。そこで、業務関係のものだけを、以
下の二つの類型に分けて見ていくことにする。
4.1 まごころ重視パタン
・まごころ葬儀を創造する
・まごごろをつつみ心から心ヘ
・まごころ葬儀をさせていただきます
・まごころのこもったご奉仕
・誠実と奉仕のご葬儀を感謝の心でお送りする
・ご遺族様に心を込めて な ど
4.2 安心パタン
・安心できるご葬儀なら
,大きな安心
・ご葬儀一切をお引き受けいたします             など
葬儀の場合のように、人の悲しみにふれる場合は、とにかく「心」が商売
道具の大きなポイントになっている。
また、葬儀は非日常的なことであり、しきたりなどがよく分からない場合
が多い。そこで、すべてを任せても安心できると思わせることも大切なよう
だ。
5.興信所・探偵業 (27社 業務関係207例)
興信所・探偵業では、葬祭業と同じく、キャッチフレー ズと思われること
ばはほとんどなかった。そこで、業務関係にはどのようなことばが使用され
ているのかをみていく。
取り扱っている業務について、細かく具体的に説明している広告が日立っ
た。たとえば、「家出・行方不明調査」「裁判証拠収集」「企業資産調査」な
どである。
また、ほとんどの会社が「相談無料」や「安心な料金システム」など、料
金について言及していた。 `調査費用が高額になるのでは'という依頼者の
-42-
店の主張
不安に対応 していると考えられる。
そして、一番多く使用されていることばは、「信用」と「実績」に関する
ものであった。以下にその用例を示す。
5.1 信用・実績強調パタン
・精鋭、精憚な抜群の男女の調査員で構成 した秘密機関で100%に近い
解決率を誇っています
ゥ イ｀ク部隊中心の機動調査は確実な報告書をお届けいたます
・調査はプロの私立探偵におまかせください
・科学機器使用で抜群の成功率
・永年にわたって築かれた信用と実績
・調査は組織力 (調査技術)と社歴 (信用)がすべてです
‐信用を第一に考え秘密が漏れる心配は一切ありません
・愛と信頼のきずな
・調査するなら信頼のホットライン
・75年の伝統と最新の調査技術
・成功率は95%以上                    など
他人の秘密に多く関わる業務では、「信用」「実績」があることは、重要な
アピール′l:イントである。
5.2 女性に優しい興信所
また、女性を対象にした広告ではないかと思われる例がいくつかあるので、
次に挙げてみる。
・経験豊富な女性相談員が無料で相談を承っています
・女性相談員がお伺いいたします
・女性相談員が親身になってお応えいたします
・お客様の90%女性の方です。ご安心下さヽヽ          など
相談員が女性であることをアピールしているのは、依頼者が、女性である
ことを想定しているためだと考える。
-43-
まとめ
以上、六つの業種の広告に限って、そこに使用されることばをみてきた。
全体的に見れば、奇抜な広告はなく、オーツドックスなものがほとんどで
あった。
テレビのように、映像を使って、視覚と聴覚にうったえることのできる広
告に比べて、文字のみをたよりにする場合は、その方法も限られてくるのか
もしれない。
業種ごとでは、業務関係のことばを多く用いて、業務内容を伝えることを
重視しているものと、キャッチフレーズで人の注意をひくことを第一にして
いるものがあることがわかる。
エステ・美容室関係には、キャッチフレーズが多く使用され、反対に結婚
相談所、葬祭業、探偵業では、ほとんどが業務関係のものであった。結婚式
場については、両者にそれほど差はなかった。
エステ・美容室関係の業務には、どちらかと言えばはなやかなイメージが
あり、ひとつひとつの業務内容を伝えることよりも、キャッチフレーズで人
の心をつかむことが重視されている。美しい髪型や、整ったプロポーション
を求めている依頼者に対応するには、具体的な業務関係のことばを並べるよ
りも、インパクトのあるキャッチフレーズの方が、より効果的だとされてい
ると思われる。
それと比べて考えると、結婚相談所、葬祭業、探偵業などは、日立つこと
よりも陰で支える仕事というイメージがあり、特に、結婚相談所や探偵業な
どは、依頼者が、少なからず自分をさらけださざるをえない業務である。は
なやかさよりも、依頼者の不安に対応するきめこまやかさや、希望する結果
が出せる確かさなどが求められる。イメージを強調するキャッチフレーズと
は、あまりなじまない業種だと言える。言い換えれば、エステ・美容室関係
は人の外面の問題を扱う仕事であり、結婚相談所、葬祭業、探偵業などは、
内面の問題を扱う仕事である。
結婚式場に関しては、それらが同じくらいの比重になっているが、それは、
イメージを強調したい面と、業務の内容を宣伝したい面の両方があることを
-44-
店の主張
示している。
今回は、タウンページを資料として、その広告からデータを取 り出したが、
他に、例えば流行語を生み出すこともあるテレビのCMや、雑誌の広告など
も興味深い題材だと考える。今後の課題としたい。
-45-
武庫川女子大学言語文化研究所年報 第7号(1"5)
彙   報
1)所内会議
平成7年4月26日 平成7年度全体計画ほか
6月21日 研究所としての日本語教育への取り組みについて
7月19日 7年度「言語文化セミナー」について
9月20日 7年度「言語文化セミナー」について
10月18日 7年度「言語文化セミナー」事前打ち合わせ
11月15日 7年度「言語文化セミナー」反省会
2)「LCリポート」の発行
第3号「いまどきの女らしさ」 詳細は本号の佐竹秀雄教授の論稿参照
第4号「おとなとしてのことばづかい」
3)平成7年度言語文化セミナー
日 時 :平成7年10月26日 14時40分～16時10分 S-24教室
テーマ :「いまどきの “女らしさ"」
コメンテーター:元京都府立大学教授 寿岳 章子氏
参加者 :約250名(学内者約140名、学外者109名)
内 容 :「女らしさ」という言葉に対する女子大生のもつイメージ調査の
結果を「LCリポート」第3号にもとづき、本研究所佐竹秀雄教
授が発表し、それに対するコメントと主たる内容とする講演を寿
岳章子先生からいただいた。
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